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奈 良大学 に情報 処 理 セ ンターが発足 して、早や2年6ヵ 月 が た ち ま した。 シ

ステ ム設 計 か ら、運転 までセ ンター職員のたゆまない努力 によ り今 日を迎 える

に至 りま した。関係者0同 の ご苦 労 は並大抵 の もので は なか った と思われ ます。

ここに改めて感謝 の意を表す るとともに、敬意 を払 いたい と思 います。

当セ ソターは文科系大学 としては、比較的規模 の大 きい コソピュー ターを選

び、周辺機器 もいろい ろ備 え、 システムと して最良の ものを設置す ることが出

来 ま した。 また、 この ようなセ ンターでの教育を期待 している学生 も少 な くな

いと聞いてい ます。 それだけにセ ソタ0の 役 割 も本 学 に とって決 して 小 さい も

のではあ りません。 セ ンター職員の ご苦労 もさることなが ら、 さらにセ ソター

の門扉 を拡げ、全ての教職員、学生にとってます ます身近 な自分たちのセ ソター

になるように、またセ ンターの活動 も一層多方面 にわた るよ うに積極 的な工夫

をお願 い したい と思います。

コンピュー ターが開発 されて、 まだ40有 余年 、 今 や科 学 技術 の分 野 に と どま

らず、社会全体や 日常生活 に も様々な影響を与 えてい ます。マイ クロプロセ ッ

サーに至 っては、紀元2000年 には、一人 当た りに して2000個 を使用 しな けれ ば、

生活 が 出来 な いとい う予測 もあ ります。つ ま り、現在 の 「ネジ並み」に普及す

ると思われ ます。 これ に対応す るためには、情報処理 の基礎事項、その利用 に

ついての基本的理解 と応用能力が、今後 ます ます重要 とな り、 この領域 におい

て・大学教育 の占め る比重 は、 さらに増大す るもの と思 われ ます。

このたび、 「セ ンター年報」を発行 してセ ソターの業務、情報処理 の基礎事

項 、技術開発等について まとめ、本学の年輪 をさらにはっき りと刻 んでい くこ

とは時宜 を得 た企画 と思 われ ます。

今後、本学の学術研究 ならびに教育に対 し、セ ソターが一層活澄に利用 され、

業績のあがることを心 か ら願 い、発刊の挨拶 といた します。
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